〔ＨＰ原稿〕

子ども手当
　次世代の社会を担う子ども１人ひとりの育ちを社会全体で応援する観点から中学校修了までの児童を対象に支給される手当です。

（平成２２年４月１日施行）

支給対象者
子ども手当は、１５歳到達後最初の３月３１日までの間にある児童（中学校修了前）を養育している方に支給されます。

支給額

対象児童一人当たり月額13,000円（平成２２年度）
認定請求の方法

認定請求

　出生・転入等により、新たに受給資格が生じた場合子ども手当を受給するには、市区町村窓口（公務員は勤務先）に「認定請求書」の提出が必要です。
　子ども手当は認定請求をした日の属する月の翌月分から、支給事由の消滅した日の属する月分まで支給されます。

　なお、転入または災害などやむを得ない理由により認定請求ができなかった場合にはそのやむを得ない理由がやんだ後１５日以内に請求すれば、転入等の日の属する月の翌月分から支給されます。

　
認定請求に必要なもの

· 印鑑

· 請求者の保険証の写し

· 請求者名義の振込み口座番号の控え

· 単身赴任等で児童の住所が市外の場合は「子どもの世帯全員の住民票」

申請猶予期間（平成２２年のみ）

平成２２年３月３１日時点で飯山市にお住まいで児童手当を受給しており、平成２２年４月１日において子ども手当の支給要件に該当する者が、９月
　３０日までに申請した場合は４月分から支給されます。
現況届の提出

子ども手当を受給している方は、毎年６月に「現況届」を提出しなければなりません。

　この届は、毎年６月１日における状況を記載し、子ども手当を引き続き受給する要件があるかどうかを確認するためのものです。この届がないと、６月分以降の手当を受けることができなくなりますので、ご注意ください。

現況届に必要なもの
上記「認定請求に必要なもの」と同じです。

届出の内容が変わったときは・・
受給者の方が他の市町村に住所を変えたとき

　他の市町村に住所が変わる場合には、当該市町村での子ども手当の受給資格が消滅し、転出後の市町村で手当の受給を受けるためには、新たに「認定請求書」の提出が必要となります。手続きが遅れますと、受けられる月分の手当が受けられなくなりますのでご注意ください。

　

子ども手当の額が増額されるとき

　現在、子ども手当を受給している方が、出生などの事由により支給の対象となる児童が増えたときは、「額改定認定請求書」の提出が必要です。この場合、額改定認定請求をした日の属する月の翌月分から子ども手当の額が増額されますので、手続きが遅れないようご注意ください。

子ども手当の支給が終わるとき

　現在、子ども手当支給対象となっている児童を養育しなくなったなどにより支給の対象となる児童がいなくなったときは、「受給事由消滅届」を提出してください。
子ども手当の寄附を希望されるとき

　寄附金は、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援するために使用することと定められています。

　飯山市では「悠久のふるさと飯山応援金」の《 教育・福祉 》に活用させていただきます。

　寄附を希望される方は、支払期日の前月１０日までに申し出をしてください。

後日申出書を送付いたします。地方公共団体への寄付は所得税の寄附金控除の対象となります。

申請・お問い合わせ先
飯山市役所子ども課子育て支援係（３階３４番カウンター）

〒389-2292　飯山市大字飯山1110-1

電話63-3111（内線363・364）
